
NEP2024 拡散モデルに基づく知能を有する 商品陳列廃棄ロボットの開発

野田 雅貴 （東京大学）日本をはじめとする先進国における少子高齢化，労働力不足は深刻な課題である．
手軽に買い物ができる場としてインフラ的役割を果たすコンビニにおいても同様であり，人口
減少地域での利便性の低下が課題である．
この課題を解決するためにコンビニにおける商品陳列廃棄を対象として，拡散モデルを知能と
する高速，汎用，安定したマニピュレーションロボットの事業化を目指す．

・商品マニピュレーションにおいて拡散モデルが有効であるかの検証
・ファストカスタマー獲得に向けたコンビニ市場の調査
・拡散モデルを活用したプロトタイプの作成
・十分高速かつ安価，安全なロボットアームの試作

これまでのヒアリングにより，コンビニにおける人手不足は明確な課題であり，省人化ととも
に省力化により人材確保を進めていくことが人手不足解消に向けて重要であると判明した．
いかに速く，安く，コンパクトで，確実に動作するロボットが作れるか．また省力化の効果，
すなわちどれだけ店舗従業員の顧客対応力を高め，売上に貢献できるかが導入における論点とな
る．店舗，本部へのヒアリングと並行してロボットマニピュレータの開発を進めていく．
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